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酒匂川流域下水道

事業着手：昭和48年

流域関連市町：３市７町

処理人口：約27万人

人口普及率：90.6％

下水管延長：約46km

相模川流域下水道

事業着手：昭和44年

流域関連市町：９市３町

処理人口：約182万人

人口普及率：96.3％

下水管延長：約128㎞

○ 神奈川県の流域下水道事業

・ 県民の水道水源である相模川、酒匂川の水質保全と流域市町の生活

環境の改善を図ることを目的に流域下水道事業を実施

・ 相模川流域と酒匂川流域を合わせて約174㎞の下水管を管理

●…下水処理場

●
●

●●
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○ 緊急点検及び全国特別重点調査
・ 八潮市の道路陥没事故を受け、令和7年１月30日から県管理の下水管の緊急

点検等を実施

県が管理する全ての下水管（延長約174km）

緊急点検（目視点検・空洞調査）を実施
（対象：全ての下水管）

下水管に起因する異常は認められていない

・目視による道路の変状調査

・目視による下水の流下状況調査

・レーダー探査車による空洞調査

流下状況調査

全国特別重点調査(下水管内部の劣化状況の調査)を

実施(対象：管径２ｍ以上かつ30年経過管等(延長約61㎞)) 

・テレビカメラによる調査

腐食しやすいなど優先的に実施すべき箇所は調査

を完了

自走式テレビカメラ テレビカメラ調査画像

調査中(2月末完了予定)

空洞調査
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○ 下水道の老朽化対策の加速化 
・ 全国特別重点調査では、下水管の劣化の判定基準が従来より強化

され、改築・修繕の対象となる管が増えたことから、対策を加速化

していく

■老朽化により全体的に腐食が進行した下水管の改築例

改築前 改築後

平成27～
令和６年度

令和７年度 令和８年度

改築延長 ２３１ｍ - １，９８０m

修繕延長 ５２７ｍ ３４０ｍ ５５０ｍ

令和９年度以降も引き続き対策を実施し、令和12年度までに、大規模で古い下水管の
健全性の確保率100％を目指す。

■下水管の改築・修繕延長の推移
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